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【実習】 
＜良かった点＞ ＜改善してほしい点＞ 

 デモンストレーションがある 
 指導が丁寧 
 質問しやすい 
 事前準備が整っている 
 楽しいと感じる 
 授業で習ったことを体感できる 

 器具の破損、不足 
 実習書が読みづらい 
 教員によって説明が違う 
 説明が難しい 
 レポートの採点基準を明確化して

欲しい 
 

 
 
 
【総括】 

 丁寧かつ簡潔な説明は、教科への興味と理解に結びつく 

 生徒の小まめなテストの実施は学生自身が理解度を把握しやすい 

 関連科目の教員間で情報を共有し、重複や不足、相違点をなくす 

 

3.学生コメント総括 

令和１年度 学生による授業および実習評価アンケートのコメント欄に記載

された代表的な内容を以下に記す。 
 
【授業】 

＜良かった点＞ ＜改善してほしい点＞ 
 説明が丁寧で理解しやすい 
 生徒の理解度に合わせた説明 
 聞きとりやすい声、大きな字 
 前回の復習がある 
 時事ネタ、例え話など授業内容とつ
ながる雑談 

 スライド中の写真や絵の工夫、分子
模型を使った説明 

 プリントの配布がある 
 小まめな確認テスト 
 宿題プリント 
 補習をしてくれる 
 例題、演習が多い 
 学生の理解度に合わせた講義の進め
方 

 理論的かつ丁寧な説明によって理解
が深まる 

 熱意を感じた 
 先生が明るく楽しそうに授業をする 
  

 板書方法 
（文字の読みづらさ、位置、チョー

クの色、消すタイミングなど） 
 聞き取りにくい声  
(マイクの音量、性能の問題を含む) 

 講義ペース 
（早すぎる、或いは遅すぎる） 

 スライドがもらえない 
 スライドのアップ時期を早く 
 スライドの作り方（配置、配色、フ
ォントサイズ） 

 重要な部分とそうでない部分のメリ
ハリがはっきりしない 

 間違いが多い 
（板書、資料など） 

 答えがもらえない 
（レポート、宿題など） 

 教科書の種類を変えて欲しい 
 教員間の情報共有 
 学生の私語を注意して欲しい 
 講義中にアンケートを取ると講義の
邪魔になる。 
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This was a good class to watch because these students will be in my Clinical English 
class next year when we talk about the same things, such as PMDA and communication 
in English.  
1. The introduction to the class is so important and here, they are informed not only 
what pages of the textbook but which SBOs and where in the syllabus it relates to. 
There were clear class learning goals. 
2. The students can follow the class easily because of a clear explanation with the 
textbook pages projected on the screen.  
3. The learning was connected to the national exam with some sample questions that 
were based on that learning. They were introduced before the lecture and then 
answered after the lecture. Also, points that are often included in the exam were noted. 
4. The closing of the class included what the next week's class would be focused on, so 
students can prepare for the learning if they want. 
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The students were spread out in the classroom and looked comfortable. They were 

on task by following in the textbook, plus using their phones to look up words or to 
check the e-portfolio where the supplement materials could be found. The students 
were listening, taking notes, highlighting, and following along in the lecture. I was 
intrigued that the students were paying attention throughout the lecture and not 
sleeping. I think having the textbook copied and projected on the screen is an 
important aid to help students follow along easily and to listen as they are reading 
along. I think I can use some of these techniques in my class with them next year.  
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【ご講演にあたって】 

FD 委員会では、本学における教育活動の改善への取組みの一環として、「教員の教え

方改革」をテーマに、今回の第 2 回 FD 研修会を企画いたしました。 

本学における重要な課題の一つは、「負のスパイラルからの脱却」です。すなわち、

「国家試験合格率の高い大学になる → 学生が集まる → 競争倍率が上がる → 優秀

な学生を選抜できる → 卒業率が上がる…」のように、いかに正のスパイラルに転換

するか、そして「全学生がストレートで進級し国家試験に合格する」というマイルス

トーンに、いかに近づけるか、と考えます。 
直近の第 104 回薬剤師国家試験において合格率私学第 1 位は、名城大学です。近年

常に上位に位置し、高い合格率を維持しています（下図）。特記すべきは、出願者（233
名）、すなわち 6 年生のほとんど（223 名）が受験して、合格率 97.8%を得ていること

です。しかし、その名城大学も一時期、合格率が下降し、低迷していた時期がありま

した。 
今回ご講演をお願いしました原田健一先生は、この低迷期に教務委員長ならびに国

試対策委員長を任され、陣頭指揮を執って教育改革に尽力され、これを見事に V 字回

復に導かれました。そして、現在に至る「正のスパイラル」の達成と維持に大きく貢

献されました。原田先生曰く、普段の講義がとても重要で、学生のためにいかにわか

りやすく教えることができるか。そのために日々改良を重ね、第三者的な指導を受け

ながら、全教員一丸となって教え方改革に取り組んだ、ということです。 
ご講演では、名城大学における確かな成功実績に基づいて、どのように「教員の教

え方改革」に臨み、V 字回復、正のスパイラルへの転換を果たされたのか、その取り

組みについてご紹介していただく予定です。 
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名城大学 大学院 総合学術研究科 資源生物機能学・教授 

 

 

【ご略歴】 

原田健一先生は、千葉大学薬学部のご出身で、同大学修士課程を修了後、田辺製薬㈱発

酵化学研究所に入社。その後、名城大学薬学部に助手として就任され、東北大学薬学

部にて学位を取得後、イリノイ大学やヘルシンキ大学で留学され、講師、助教授を経

て、現職である名城大学薬学部の教授、ならびに名城大学大学院総合学術研究科の教

授を務められています。またこの間、東京医科歯科大学、明治大学、山梨大学にて非

常勤講師も務められています。 
 

【大学における管理運営】 
薬学部 教務委員長 （2003 年度～2006 年度） 

 薬学部 国試対策委員長 （2004 年度～2006 年度） 
 薬学部 入試委員長 （2009 年度～2010 年度） 
 大学院 総合学術研究科長 （2011 年度～2014 年度） 
 分析センター長 （2015 年度～2017 年度） 
 学術研究支援センター長 （2015 年度～2018 年度） 
 
【研究活動】 
 天然物化学、質量分析学、分離科学、環境科学をご専門として、これまでに発表さ

れた原著論文は 300 報を数えます。現在、これら分野の横断的・複合的な学問分野で

ある化学生態学の研究領域において、生態系における物質と生物間のコミュニケーシ

ョンの解明を目指されています。 
 
【学会賞】 
 日本質量分析学会 奨励賞 （1985 年度） 
 日本薬学会学術 貢献賞 （2004 年度） 
日本質量分析学会 功労賞 （2017 年度） 



 
【ご講演にあたって】 

FD 委員会では、本学における教育活動の改善への取組みの一環として、「教員の教え

方改革」をテーマに、今回の第 2 回 FD 研修会を企画いたしました。 

本学における重要な課題の一つは、「負のスパイラルからの脱却」です。すなわち、

「国家試験合格率の高い大学になる → 学生が集まる → 競争倍率が上がる → 優秀

な学生を選抜できる → 卒業率が上がる…」のように、いかに正のスパイラルに転換

するか、そして「全学生がストレートで進級し国家試験に合格する」というマイルス

トーンに、いかに近づけるか、と考えます。 
直近の第 104 回薬剤師国家試験において合格率私学第 1 位は、名城大学です。近年

常に上位に位置し、高い合格率を維持しています（下図）。特記すべきは、出願者（233
名）、すなわち 6 年生のほとんど（223 名）が受験して、合格率 97.8%を得ていること

です。しかし、その名城大学も一時期、合格率が下降し、低迷していた時期がありま

した。 
今回ご講演をお願いしました原田健一先生は、この低迷期に教務委員長ならびに国

試対策委員長を任され、陣頭指揮を執って教育改革に尽力され、これを見事に V 字回

復に導かれました。そして、現在に至る「正のスパイラル」の達成と維持に大きく貢

献されました。原田先生曰く、普段の講義がとても重要で、学生のためにいかにわか

りやすく教えることができるか。そのために日々改良を重ね、第三者的な指導を受け

ながら、全教員一丸となって教え方改革に取り組んだ、ということです。 
ご講演では、名城大学における確かな成功実績に基づいて、どのように「教員の教

え方改革」に臨み、V 字回復、正のスパイラルへの転換を果たされたのか、その取り

組みについてご紹介していただく予定です。 
 

講師のご紹介 

 

原田 健一 先生 （1948年生まれ） 

 

名城大学 薬学部 環境科学・教授 
名城大学 大学院 総合学術研究科 資源生物機能学・教授 

 

 

【ご略歴】 

原田健一先生は、千葉大学薬学部のご出身で、同大学修士課程を修了後、田辺製薬㈱発

酵化学研究所に入社。その後、名城大学薬学部に助手として就任され、東北大学薬学

部にて学位を取得後、イリノイ大学やヘルシンキ大学で留学され、講師、助教授を経

て、現職である名城大学薬学部の教授、ならびに名城大学大学院総合学術研究科の教

授を務められています。またこの間、東京医科歯科大学、明治大学、山梨大学にて非

常勤講師も務められています。 
 

【大学における管理運営】 
薬学部 教務委員長 （2003 年度～2006 年度） 

 薬学部 国試対策委員長 （2004 年度～2006 年度） 
 薬学部 入試委員長 （2009 年度～2010 年度） 
 大学院 総合学術研究科長 （2011 年度～2014 年度） 
 分析センター長 （2015 年度～2017 年度） 
 学術研究支援センター長 （2015 年度～2018 年度） 
 
【研究活動】 
 天然物化学、質量分析学、分離科学、環境科学をご専門として、これまでに発表さ

れた原著論文は 300 報を数えます。現在、これら分野の横断的・複合的な学問分野で

ある化学生態学の研究領域において、生態系における物質と生物間のコミュニケーシ

ョンの解明を目指されています。 
 
【学会賞】 
 日本質量分析学会 奨励賞 （1985 年度） 
 日本薬学会学術 貢献賞 （2004 年度） 
日本質量分析学会 功労賞 （2017 年度） 



1

「初年次教育」に関する
ささやかな提案

名城大学薬学部
原田 健一

2019年度第2回 FD研修会

「初年次教育」に関するささやかな提案
ーアウトラインー

１. 名城大学薬学部の薬剤師国家試験対策の経緯

２. 最近の国試結果と問題点の提起

３. 初年次教育

４. 名城大学薬学部教養教育基軸科目
「人間と環境」の紹介

５. 初年次教育に関する私案
基本ポリシー
実施方法

回 受験者数 合格者数
本学合格率
（％）

私学合格率
（％）

私立29大学中
本学順位

84 300 261 87 87.09 19

85 280 245 87.5 89.28 21

86 267 215 80.52 84.79 24

87 236 214 90.68 89.12 12

88 255 215 84.31 89.17 22

89 279 227 81.36 86.77 25

90 243 236 97.12 94.2 10

91 263 239 90.87 86.26 7

92 214 202 94.39 86.54 5

93 244 233 95.49 86.74 4

84〜93回（1998-2007年）における薬剤師
国家試験結果（名城大学薬学部）

２１世紀初頭における名城大学薬学部の取り組み

１. マネジメント
① 目標設定
② 体制
③ 教員の意識改革

２. 教育内容（何を教えるか）
３. 教育方法（どのように教えるか）

① 新しい授業形式の導入
② 進級基準の見直し
③ 教育指導上の工夫
④ データの蓄積と活用

４. その他
① 後援会からの支援
② 予備校の活用

教務委員会
委員

学生

教務事務
担当者

旧教育体制

３者面談

学生 新教育体制

薬剤師国家試験対策のために確立した教育体制

学部教育推進委員会

薬学教育開発部門

教務委員会 教務事務

国家試験対策
委員会委員

配属研究室
主任教員

薬学教育センター

薬剤師国家試験対策スケジュール（名城大学薬学部）
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本学順位 本学順位

年 回 受験者数 合格者数
合格率
（％）

私学平均合格
率（％）

私立56大学
中順位

全73大学
中順位

2011 97回 198 196 98.99 95.38 8 11

2012 98回 199 199 100 83.05 1 1

2013 99回 224 204 91.07 69.52 1 3

2014 100回 236 209 88.56 71.65 5 9

2015 101回 216 209 96.76 85.72 7 10

2016 102回 208 203 97.6 84.33 2 6

2017 103回 184 174 94.57 84.11 6 16

2018 104回 223 218 97.76 84.77 1 3

97〜104回（2011-2018年）における薬剤師
国家試験結果（名城大学薬学部）

平成16年および17年度では、組織的な教務・国試対策を行い、ある程度の

成績を納めることができました。しかしながら、これらの対策を行ったに

もかかわらず、解決されなければいけない問題も浮き彫りになったことも

事実です。平成17年度では、４年生に進級した学生のうち、国試を受験で

きなかった学生20名、また受験したが合格しなかった学生24名も出てしま

いました。例年、同じような表現になりますが、国試対策は4年生だけで

は困難で、むしろ下級学年で学ぶ基礎的な事柄の理解がいかに大切である

かを示しております。勉学を続けるモチベーションの高揚を目指す。

良好な結果から見えてきた課題

（2006年の教務委員会報告）

0

10

20

30

40

50

合格率（％） 63.6 62.0 90.0 92.0 92.0 96.0 

不合格 6 8 1 4 3 2

未受験 6 11 4 0 1 0

合格 21 31 45 46 46 48

50-72 72-76 76-79 79-83 83-86 86-90

１年次の学業成績と国家試験合否結果の関係

５０-１１００-５１１５０-１０１２００-１５１２５０-２０１２８５-２５１成績順位

合格率 ９６％９２％９２％９０％６２％６４％

２４

２１

２３７

学
生
数�
人�

0

10

20

30

40

50

合格率（％） 52.8 76.0 84.0 88.0 94.0 98.0 

不合格 6 6 4 4 3 1

未受験 11 6 4 2 0 0

合格 19 38 42 44 47 49

49-61 61-68 68-73 73-77 77-81 81-89

５０-１１００-５１１５０-１０１２００-１５１２５０-２０１２８５-２５１成績順位

合格率 ９８％９４％８８％８４％７６％５３％

２年次の学業成績と国家試験合否結果の関係

２４

２１

２３７

学
生
数�
人�

成績順位と国試合否は相関する

「教わる」から脱皮し、「主体的に学ぶ」習慣を身につける

「暗記」でなく、「理論」を理解する学力を身につける

１年次～２年次で、「基盤学力」を身につける

学生同士で学び合う、調べ合う

教え合う姿勢を身につける

国試合格は１年次の学習で決まる！

初年次教育は1970年代後半から80年代前半にかけて，

アメリカの多くの高等教育機関で導入され，学生の中退

率抑制や学生の”成功”に有効な教育プログラムである

ことが評価され，現在では世界20カ国以上に広がって

います。その背景として，高等教育のユニバーサル化

の進行に伴い，多様な学生が高等教育に進学するよう

になる一方で，卒業時の質保証が求められるようになり，

入学した学生を大学教育に適応させ，中退などの挫折を

防ぎ，成功に水路づける上で初年次教育が効果的である

という期待や評価が高まっているからです。

初年次教育

（初年次教育学会 設立趣意書 第一段落）2007年12月
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「初年次教育」に関するささやかな提案
ーアウトラインー

１. 名城大学薬学部の薬剤師国家試験対策の経緯

２. 最近の国試結果と問題点の提起

３. 初年次教育

４. 名城大学薬学部教養教育基軸科目
「人間と環境」の紹介

５. 初年次教育に関する私案
基本ポリシー
実施方法

回 受験者数 合格者数
本学合格率

（％）
私学合格率

（％）
私立29大学中

本学順位

84 300 261 87 87.09 19

85 280 245 87.5 89.28 21

86 267 215 80.52 84.79 24

87 236 214 90.68 89.12 12

88 255 215 84.31 89.17 22

89 279 227 81.36 86.77 25

90 243 236 97.12 94.2 10

91 263 239 90.87 86.26 7

92 214 202 94.39 86.54 5

93 244 233 95.49 86.74 4

84〜93回（1998-2007年）における薬剤師
国家試験結果（名城大学薬学部）

２１世紀初頭における名城大学薬学部の取り組み

１. マネジメント
① 目標設定
② 体制
③ 教員の意識改革

２. 教育内容（何を教えるか）
３. 教育方法（どのように教えるか）

① 新しい授業形式の導入
② 進級基準の見直し
③ 教育指導上の工夫
④ データの蓄積と活用

４. その他
① 後援会からの支援
② 予備校の活用

教務委員会
委員
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教務事務
担当者

旧教育体制

３者面談

学生 新教育体制

薬剤師国家試験対策のために確立した教育体制

学部教育推進委員会

薬学教育開発部門

教務委員会 教務事務

国家試験対策
委員会委員

配属研究室
主任教員

薬学教育センター

薬剤師国家試験対策スケジュール（名城大学薬学部）
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本学順位 本学順位

年 回 受験者数 合格者数
合格率
（％）

私学平均合格
率（％）

私立56大学
中順位

全73大学
中順位

2011 97回 198 196 98.99 95.38 8 11

2012 98回 199 199 100 83.05 1 1

2013 99回 224 204 91.07 69.52 1 3

2014 100回 236 209 88.56 71.65 5 9

2015 101回 216 209 96.76 85.72 7 10

2016 102回 208 203 97.6 84.33 2 6

2017 103回 184 174 94.57 84.11 6 16

2018 104回 223 218 97.76 84.77 1 3

97〜104回（2011-2018年）における薬剤師
国家試験結果（名城大学薬学部）

平成16年および17年度では、組織的な教務・国試対策を行い、ある程度の

成績を納めることができました。しかしながら、これらの対策を行ったに

もかかわらず、解決されなければいけない問題も浮き彫りになったことも

事実です。平成17年度では、４年生に進級した学生のうち、国試を受験で

きなかった学生20名、また受験したが合格しなかった学生24名も出てしま

いました。例年、同じような表現になりますが、国試対策は4年生だけで

は困難で、むしろ下級学年で学ぶ基礎的な事柄の理解がいかに大切である

かを示しております。勉学を続けるモチベーションの高揚を目指す。

良好な結果から見えてきた課題

（2006年の教務委員会報告）
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１年次の学業成績と国家試験合否結果の関係
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２年次の学業成績と国家試験合否結果の関係
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成績順位と国試合否は相関する

「教わる」から脱皮し、「主体的に学ぶ」習慣を身につける

「暗記」でなく、「理論」を理解する学力を身につける

１年次～２年次で、「基盤学力」を身につける

学生同士で学び合う、調べ合う

教え合う姿勢を身につける

国試合格は１年次の学習で決まる！

初年次教育は1970年代後半から80年代前半にかけて，

アメリカの多くの高等教育機関で導入され，学生の中退

率抑制や学生の”成功”に有効な教育プログラムである

ことが評価され，現在では世界20カ国以上に広がって

います。その背景として，高等教育のユニバーサル化

の進行に伴い，多様な学生が高等教育に進学するよう

になる一方で，卒業時の質保証が求められるようになり，

入学した学生を大学教育に適応させ，中退などの挫折を

防ぎ，成功に水路づける上で初年次教育が効果的である

という期待や評価が高まっているからです。

初年次教育

（初年次教育学会 設立趣意書 第一段落）2007年12月
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薬剤師への道

高等学校卒業者高等学校卒業者

総合大学薬学部・薬科系大学

共用試験 実務実習

卒業者卒業者

薬剤師国家試験

合格者合格者 薬剤師 社会へ貢献

入学試験合格

免許申請

初年次教育

薬学部６年間の流れ（１）

ｲﾝﾄﾛﾀﾞｸｼｮﾝ

１．薬学への招待
２．早期体験学習
３．全学共通教育

（一般教養）

薬学専門教育
「物理系薬学を学ぶ」
「化学系薬学を学ぶ」
「生物系薬学を学ぶ」
「健康と環境」
「薬と疾病」
「医薬品をつくる」
「薬学と社会」

実務実習教育
本実習は、医療施設の薬剤師
の指導、監督下で実施（24週
間）

「病院・薬局に行く」
「病院・薬局で学ぶ」

ﾋｭｰﾏﾆｽﾞﾑを学ぶ
１．生と死

２．医療の担い手の
としての心構え

３．信頼関係の確立
を目指して

共用試験
（4年次終了時点）

初年次教育

ヒ ト
生命

薬
生化学

物理化学

分析学

薬理学

有機化学

生理学 解剖学

微生物

免疫学薬剤学

製剤学

抗生物質学

機器分析学

臨床薬物分析学

天然物

合成品

創薬化学

薬物代謝学薬物治療学

抗生物質学

薬学部で何を学ぶか

高校

物理 化学 生物 地学

人間と環境
大学

英語

微生物学

名城大学薬学部教養教育基軸科目「人間と環境」

担当者氏名 原田健一（環境科学研究室）

講義の目的：
高校で習得した理科を発展する形で化学、物理そして
生物の基礎的な考え方を習い、人間と環境に関する

いろいろな問題に対して理解を深める。

教科書：改訂実感する化学 上巻 地球感動編
改訂実感する化学 下巻 生活感動編

ポイント：身の回りで起きていることを自分の頭で考える
（論理的思考ができること）
シラバスをしっかり読むこと

講義の進め方

◎ 8名で１グループを作る
発表者は担当教員が指示

◎ 前週に簡単な予告を行う
◎ 1週目： 担当教員による問題提起（30分）

その後各グループで討論して方針を決める
◎ 2週目： 発表準備（10分）

発表（各テーマにつき２グループ、10分）
発表後20分の質問
担当教員の総括（10分）

◎ 8回目の講義で中間のまとめを行う
◎ 15回目は最終まとめ
◎ 発表はもちろん質問することも評価の対象
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4月12日 元素（物質）の形成と地球の誕生
4月19日 発表および議論

第１回のテーマ

元素（物質）の形成
宇宙の誕生
元素はどのように作られたか
超新星爆発と核融合反応
原子とは（上巻、35ページ、下巻、13ページ）
周期表（上巻、34ページ）

4月12日 元素（物質）の形成と地球の誕生
4月19日 発表および議論

第１回のテーマ

地球の誕生
地球はいかに誕生したか
地球４６億年の歴史
現在の地球環境を考える際に重要な出来事
大気の形成、海の誕生、酸素の発生、
生命の誕生、超大陸
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名城大学薬学部教養教育基軸科目「人間と環境」

担当者氏名 原田健一（環境科学研究室）
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いろいろな問題に対して理解を深める。

教科書：改訂実感する化学 上巻 地球感動編
改訂実感する化学 下巻 生活感動編

ポイント：身の回りで起きていることを自分の頭で考える
（論理的思考ができること）
シラバスをしっかり読むこと

講義の進め方
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◎ 前週に簡単な予告を行う
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発表（各テーマにつき２グループ、10分）
発表後20分の質問
担当教員の総括（10分）
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◎ 15回目は最終まとめ
◎ 発表はもちろん質問することも評価の対象
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1） 4月05日 イントロダクションー科学的な考え方ー
2） 4月12日 元素（物質）の形成と地球の誕生
3） 4月19日 議論および発表
4） 4月26日 エネルギー（太陽エネルギーと化石燃料、原子力）
5） 5月10日 議論および発表
6） 5月17日 地球温暖化とオゾン層破壊
7） 5月24日 議論および発表
8） 5月31日 中間まとめ
9） 6月07日 水を考えるーその不思議な性質ー
10） 6月14日 議論および発表
11） 6月21日 生命ー栄養を考えるー
12） 6月28日 議論および発表
13） 7月05日 薬ーアスピリンとペニシリンー
14） 7月12日 議論および発表
15） 7月19日 総まとめー環境と生命における恒常性ー

人間と環境ー講義計画

「人間と環境」の討論テーマ

エネルギー

物質とエネルギーの相互作用（環境問題）

水

生命（食物と栄養）

薬

１

２

３

４

５

６

１ 地球の誕生（歴史）

元素（物質）の形成

レポート提出

4月12日 元素（物質）の形成地球の誕生
4月19日 議論および発表
↓

レポート作成－１－
↓

4月26日 エネルギー（太陽エネルギーと化石燃料、原子力）
レポートー１－提出（１部/一人）

5月10日 議論および発表
↓

レポート作成－２－/
↓

5月17日 地球温暖化とオゾン層破壊
レポートー２－提出（１部/一人）

5月24日 議論および発表
以下同様

0.0
0.5
1.0
1.5
2.0
2.5
3.0
3.5
4.0
4.5
5.0

問１

この授業では、板書や資料

等は読み取りやすかったと

思いますか。

問２

この授業では、教員の話し

方は聞き取りやすかったと

思いますか。

問３

この授業では、教員は私語

に対し、きちんと対応して

いましたか。

問４

この授業では、教員は学生

の理解度を確認しながら進

めていましたか。

問５

この授業では、学生が授業

に積極的に取り組めるよう

な工夫がなされていたと…

問６

この授業では、教員は熱意

や意欲をもって授業に取り

組んでくれたと思います…

問７

この授業では授業の大切な

ポイントがきちんと示され

ていましたか。

問８

この授業はシラバスに沿っ

た内容でしたか。

担当教員の授業スキル

当該平均

当該学年

科目平均

全科目
平均

0.0
0.5
1.0
1.5
2.0
2.5
3.0
3.5
4.0
4.5
5.0

問９

この授業を履修するにあ

たり、自分には基礎的な

知識が十分にあったと…

問１１

あなたは、この授業に対

して、欠席や遅刻をする

ことなく、過度なアル…

問１２

この授業について、予習

しましたか？

問１３

この授業について、復習

しましたか？

問１４

あなたは、この授業のた

めに1週間あたり授業外

でどのくらい勉強をし…

問１５

あなたは、この授業に意

欲的・積極的に取り組む

ことができたと思いま…

問１６

自分はこの授業が理解で

きたと思いますか。

問１７

この授業で、自分はシラ

バスに示されている到達

目標を達成できたと思…

問１８

この授業を通じて、あな

たは知識やスキルを身に

つける等、成長を実感…

学生自己評価

当該平均

当該学年

科目平均

全科目
平均

4

4月12日 元素（物質）の形成と地球の誕生
4月19日 発表および議論

第１回のテーマ

元素（物質）の形成
宇宙の誕生
元素はどのように作られたか
超新星爆発と核融合反応
原子とは（上巻、35ページ、下巻、13ページ）
周期表（上巻、34ページ）

4月12日 元素（物質）の形成と地球の誕生
4月19日 発表および議論

第１回のテーマ

地球の誕生
地球はいかに誕生したか
地球４６億年の歴史
現在の地球環境を考える際に重要な出来事
大気の形成、海の誕生、酸素の発生、
生命の誕生、超大陸
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「人間と環境」 学生の主な感想

1）極めてありふれた身近な話題をテーマにしているので、
いままでいかに無頓着であったかを実感した

2）グループ学習の楽しさと難しさを実感した
3）プレゼンテーションの大切さを感じた
4）学生が発表し、学生が質問する。いままで経験したこと

がないやり方だ
5）レポートを初めて書く機会になった
6）高校で習った理科の科目にこだわらず、学習ができた
7）ネットや参考書を探すのが大変だ
8）このような学習が薬学部の学生に必要なのですか
9）高校の時の勉強とあまりに違うので戸惑った
10）コンピューターの扱いができるようになった

初年次教育に関する私案（１）

ｲﾝﾄﾛﾀﾞｸｼｮﾝ

１．薬学への招待
２．早期体験学習
３．全学共通教育

（一般教養）

薬学専門教育
「物理系薬学を学ぶ」
「化学系薬学を学ぶ」
「生物系薬学を学ぶ」
「健康と環境」
「薬と疾病」
「医薬品をつくる」
「薬学と社会」

実務実習教育
本実習は、医療施設の薬剤師
の指導、監督下で実施（24週
間）

「病院・薬局に行く」
「病院・薬局で学ぶ」

１.「教えを授ける」→→「自ら学ぶ」（自分の頭で考える）
「学生の意識改革」 教授錯覚を自覚する

２. 感じさせる（刺激をどのように与えるか）
３. 流れを作る（論理的思考、まとめる力）
４. いかに、アウトプットするか

基本ポリシー

初年次教育に関する私案（２）

どのようにやるか？

１.従来の「座学」をやめる
２.グループ学習
３.PowerPointの作成
４.プレゼンテーション、質疑・討論
５.レポートを書かせる（心の変化の追跡）

ｲﾝﾄﾛﾀﾞｸｼｮﾝ

１．薬学への招待
２．早期体験学習
３．全学共通教育

（一般教養）

薬学専門教育
「物理系薬学を学ぶ」
「化学系薬学を学ぶ」
「生物系薬学を学ぶ」
「健康と環境」
「薬と疾病」
「医薬品をつくる」
「薬学と社会」

実務実習教育
本実習は、医療施設の薬剤師
の指導、監督下で実施（24週
間）

「病院・薬局に行く」
「病院・薬局で学ぶ」
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【ご講演にあたって】 

FD 委員会では、本学における教育活動の改善への取組みの一環として、「教員の教え

方改革」をテーマに、今回の第 2 回 FD 研修会を企画いたしました。 

本学における重要な課題の一つは、「負のスパイラルからの脱却」です。すなわち、

「国家試験合格率の高い大学になる → 学生が集まる → 競争倍率が上がる → 優秀

な学生を選抜できる → 卒業率が上がる…」のように、いかに正のスパイラルに転換

するか、そして「全学生がストレートで進級し国家試験に合格する」というマイルス

トーンに、いかに近づけるか、と考えます。 
直近の第 104 回薬剤師国家試験において合格率私学第 1 位は、名城大学です。近年

常に上位に位置し、高い合格率を維持しています（下図）。特記すべきは、出願者（233
名）、すなわち 6 年生のほとんど（223 名）が受験して、合格率 97.8%を得ていること

です。しかし、その名城大学も一時期、合格率が下降し、低迷していた時期がありま

した。 
今回ご講演をお願いしました原田健一先生は、この低迷期に教務委員長ならびに国

試対策委員長を任され、陣頭指揮を執って教育改革に尽力され、これを見事に V 字回

復に導かれました。そして、現在に至る「正のスパイラル」の達成と維持に大きく貢

献されました。原田先生曰く、普段の講義がとても重要で、学生のためにいかにわか

りやすく教えることができるか。そのために日々改良を重ね、第三者的な指導を受け

ながら、全教員一丸となって教え方改革に取り組んだ、ということです。 
ご講演では、名城大学における確かな成功実績に基づいて、どのように「教員の教

え方改革」に臨み、V 字回復、正のスパイラルへの転換を果たされたのか、その取り

組みについてご紹介していただく予定です。 
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バスに示されている到達

目標を達成できたと思…

問１８

この授業を通じて、あな

たは知識やスキルを身に

つける等、成長を実感…

学生自己評価

当該平均

当該学年

科目平均

全科目
平均
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「人間と環境」 学生の主な感想

1）極めてありふれた身近な話題をテーマにしているので、
いままでいかに無頓着であったかを実感した

2）グループ学習の楽しさと難しさを実感した
3）プレゼンテーションの大切さを感じた
4）学生が発表し、学生が質問する。いままで経験したこと

がないやり方だ
5）レポートを初めて書く機会になった
6）高校で習った理科の科目にこだわらず、学習ができた
7）ネットや参考書を探すのが大変だ
8）このような学習が薬学部の学生に必要なのですか
9）高校の時の勉強とあまりに違うので戸惑った
10）コンピューターの扱いができるようになった

初年次教育に関する私案（１）

ｲﾝﾄﾛﾀﾞｸｼｮﾝ

１．薬学への招待
２．早期体験学習
３．全学共通教育

（一般教養）

薬学専門教育
「物理系薬学を学ぶ」
「化学系薬学を学ぶ」
「生物系薬学を学ぶ」
「健康と環境」
「薬と疾病」
「医薬品をつくる」
「薬学と社会」

実務実習教育
本実習は、医療施設の薬剤師
の指導、監督下で実施（24週
間）

「病院・薬局に行く」
「病院・薬局で学ぶ」

１.「教えを授ける」→→「自ら学ぶ」（自分の頭で考える）
「学生の意識改革」 教授錯覚を自覚する

２. 感じさせる（刺激をどのように与えるか）
３. 流れを作る（論理的思考、まとめる力）
４. いかに、アウトプットするか

基本ポリシー

初年次教育に関する私案（２）

どのようにやるか？

１.従来の「座学」をやめる
２.グループ学習
３.PowerPointの作成
４.プレゼンテーション、質疑・討論
５.レポートを書かせる（心の変化の追跡）

ｲﾝﾄﾛﾀﾞｸｼｮﾝ

１．薬学への招待
２．早期体験学習
３．全学共通教育

（一般教養）

薬学専門教育
「物理系薬学を学ぶ」
「化学系薬学を学ぶ」
「生物系薬学を学ぶ」
「健康と環境」
「薬と疾病」
「医薬品をつくる」
「薬学と社会」

実務実習教育
本実習は、医療施設の薬剤師
の指導、監督下で実施（24週
間）

「病院・薬局に行く」
「病院・薬局で学ぶ」
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「人間と環境」 興味深い学生の感想

最初にこの授業を受けたときは、この授業は何のためにやるのか全く分
からなかった。授業の名前に不思議さを感じたことを覚えている。しかし、
この一連の授業を受けて、他の授業とは違う視点を得られてと思う。世界
の全体像を学ぶことをできたと思う。この世の中のものは目に見えない
元素でできていて、地球も元素や様々なエネルギーから生まれた。目に
見えないものたちの反応により、私たちを脅かす地球温暖化やオゾン層
破壊が起きている。そのような環境で生きている私達、生命には水という
物質と栄養が欠かせず、それらを使ってさまざまな働きが行われて日々
生活することが出来る。ときにはその働きがうまく働かず、これから私達
に密接に関わっていく薬という物質に頼ることで働きを正常化する。学ん
でいくうちにいろいろ繋がって楽しかった。主体的に学ぶことができて理
解が深まったと思う。発表する、解りやすいパワーポイントを作る、班の
皆で協力するなど、様々なスキルを学べたと思う。他の班の発表からは
自分たちが調べられなかったことが得られ、まとめ方が違うことなどから、
自分とは違う視点が得られた。その後、自分でもう一度習ったことをまと
めなおすことで、知識の再確認ができ、毎週大変だったが、とても良い
経験をしたと思う。この授業で得たことをこれからの授業、生活に活かし
ていきたい。

初年次教育に関する私案

ｲﾝﾄﾛﾀﾞｸｼｮﾝ

１．薬学への招待
２．早期体験学習
３．全学共通教育

（一般教養）

薬学専門教育
「物理系薬学を学ぶ」
「化学系薬学を学ぶ」
「生物系薬学を学ぶ」
「健康と環境」
「薬と疾病」
「医薬品をつくる」
「薬学と社会」

実務実習教育
本実習は、医療施設の薬剤師
の指導、監督下で実施（24週
間）

「病院・薬局に行く」
「病院・薬局で学ぶ」

１.「教えを授ける」→→「自ら学ぶ」（自分の頭で考える）
「学生の意識改革」 →→教授錯覚を自覚する

２. 感じさせる（刺激をどのように与えるか）
３. 流れを作る（論理的思考、まとめる力）
４. いかに、アウトプットするか

基本ポリシー

ヒ ト
生命

薬
生化学

物理化学

分析学

薬理学

有機化学

生理学 解剖学

微生物

免疫学薬剤学

製剤学

抗生物質学

機器分析学
天然物

合成品

創薬化学

薬物代謝学薬物治療学

抗生物質学

薬学部における初年次教育

高校

物理 化学 生物 地学

人間と環境
大学

微生物学

基礎物理 基礎化学 基礎生物



 
【ご講演にあたって】 

FD 委員会では、本学における教育活動の改善への取組みの一環として、「教員の教え

方改革」をテーマに、今回の第 2 回 FD 研修会を企画いたしました。 

本学における重要な課題の一つは、「負のスパイラルからの脱却」です。すなわち、

「国家試験合格率の高い大学になる → 学生が集まる → 競争倍率が上がる → 優秀

な学生を選抜できる → 卒業率が上がる…」のように、いかに正のスパイラルに転換

するか、そして「全学生がストレートで進級し国家試験に合格する」というマイルス

トーンに、いかに近づけるか、と考えます。 
直近の第 104 回薬剤師国家試験において合格率私学第 1 位は、名城大学です。近年

常に上位に位置し、高い合格率を維持しています（下図）。特記すべきは、出願者（233
名）、すなわち 6 年生のほとんど（223 名）が受験して、合格率 97.8%を得ていること

です。しかし、その名城大学も一時期、合格率が下降し、低迷していた時期がありま

した。 
今回ご講演をお願いしました原田健一先生は、この低迷期に教務委員長ならびに国

試対策委員長を任され、陣頭指揮を執って教育改革に尽力され、これを見事に V 字回

復に導かれました。そして、現在に至る「正のスパイラル」の達成と維持に大きく貢

献されました。原田先生曰く、普段の講義がとても重要で、学生のためにいかにわか

りやすく教えることができるか。そのために日々改良を重ね、第三者的な指導を受け

ながら、全教員一丸となって教え方改革に取り組んだ、ということです。 
ご講演では、名城大学における確かな成功実績に基づいて、どのように「教員の教

え方改革」に臨み、V 字回復、正のスパイラルへの転換を果たされたのか、その取り

組みについてご紹介していただく予定です。 
 

講師のご紹介 

 

原田 健一 先生 （1948年生まれ） 

 

名城大学 薬学部 環境科学・教授 
名城大学 大学院 総合学術研究科 資源生物機能学・教授 

 

 

【ご略歴】 

原田健一先生は、千葉大学薬学部のご出身で、同大学修士課程を修了後、田辺製薬㈱発

酵化学研究所に入社。その後、名城大学薬学部に助手として就任され、東北大学薬学

部にて学位を取得後、イリノイ大学やヘルシンキ大学で留学され、講師、助教授を経

て、現職である名城大学薬学部の教授、ならびに名城大学大学院総合学術研究科の教

授を務められています。またこの間、東京医科歯科大学、明治大学、山梨大学にて非

常勤講師も務められています。 
 

【大学における管理運営】 
薬学部 教務委員長 （2003 年度～2006 年度） 

 薬学部 国試対策委員長 （2004 年度～2006 年度） 
 薬学部 入試委員長 （2009 年度～2010 年度） 
 大学院 総合学術研究科長 （2011 年度～2014 年度） 
 分析センター長 （2015 年度～2017 年度） 
 学術研究支援センター長 （2015 年度～2018 年度） 
 
【研究活動】 
 天然物化学、質量分析学、分離科学、環境科学をご専門として、これまでに発表さ

れた原著論文は 300 報を数えます。現在、これら分野の横断的・複合的な学問分野で

ある化学生態学の研究領域において、生態系における物質と生物間のコミュニケーシ

ョンの解明を目指されています。 
 
【学会賞】 
 日本質量分析学会 奨励賞 （1985 年度） 
 日本薬学会学術 貢献賞 （2004 年度） 
日本質量分析学会 功労賞 （2017 年度） 
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「人間と環境」 学生の主な感想

1）極めてありふれた身近な話題をテーマにしているので、
いままでいかに無頓着であったかを実感した

2）グループ学習の楽しさと難しさを実感した
3）プレゼンテーションの大切さを感じた
4）学生が発表し、学生が質問する。いままで経験したこと

がないやり方だ
5）レポートを初めて書く機会になった
6）高校で習った理科の科目にこだわらず、学習ができた
7）ネットや参考書を探すのが大変だ
8）このような学習が薬学部の学生に必要なのですか
9）高校の時の勉強とあまりに違うので戸惑った
10）コンピューターの扱いができるようになった

初年次教育に関する私案（１）

ｲﾝﾄﾛﾀﾞｸｼｮﾝ

１．薬学への招待
２．早期体験学習
３．全学共通教育

（一般教養）

薬学専門教育
「物理系薬学を学ぶ」
「化学系薬学を学ぶ」
「生物系薬学を学ぶ」
「健康と環境」
「薬と疾病」
「医薬品をつくる」
「薬学と社会」

実務実習教育
本実習は、医療施設の薬剤師
の指導、監督下で実施（24週
間）

「病院・薬局に行く」
「病院・薬局で学ぶ」

１.「教えを授ける」→→「自ら学ぶ」（自分の頭で考える）
「学生の意識改革」 教授錯覚を自覚する

２. 感じさせる（刺激をどのように与えるか）
３. 流れを作る（論理的思考、まとめる力）
４. いかに、アウトプットするか

基本ポリシー

初年次教育に関する私案（２）

どのようにやるか？

１.従来の「座学」をやめる
２.グループ学習
３.PowerPointの作成
４.プレゼンテーション、質疑・討論
５.レポートを書かせる（心の変化の追跡）

ｲﾝﾄﾛﾀﾞｸｼｮﾝ

１．薬学への招待
２．早期体験学習
３．全学共通教育

（一般教養）

薬学専門教育
「物理系薬学を学ぶ」
「化学系薬学を学ぶ」
「生物系薬学を学ぶ」
「健康と環境」
「薬と疾病」
「医薬品をつくる」
「薬学と社会」

実務実習教育
本実習は、医療施設の薬剤師
の指導、監督下で実施（24週
間）

「病院・薬局に行く」
「病院・薬局で学ぶ」
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「人間と環境」 興味深い学生の感想

最初にこの授業を受けたときは、この授業は何のためにやるのか全く分
からなかった。授業の名前に不思議さを感じたことを覚えている。しかし、
この一連の授業を受けて、他の授業とは違う視点を得られてと思う。世界
の全体像を学ぶことをできたと思う。この世の中のものは目に見えない
元素でできていて、地球も元素や様々なエネルギーから生まれた。目に
見えないものたちの反応により、私たちを脅かす地球温暖化やオゾン層
破壊が起きている。そのような環境で生きている私達、生命には水という
物質と栄養が欠かせず、それらを使ってさまざまな働きが行われて日々
生活することが出来る。ときにはその働きがうまく働かず、これから私達
に密接に関わっていく薬という物質に頼ることで働きを正常化する。学ん
でいくうちにいろいろ繋がって楽しかった。主体的に学ぶことができて理
解が深まったと思う。発表する、解りやすいパワーポイントを作る、班の
皆で協力するなど、様々なスキルを学べたと思う。他の班の発表からは
自分たちが調べられなかったことが得られ、まとめ方が違うことなどから、
自分とは違う視点が得られた。その後、自分でもう一度習ったことをまと
めなおすことで、知識の再確認ができ、毎週大変だったが、とても良い
経験をしたと思う。この授業で得たことをこれからの授業、生活に活かし
ていきたい。

初年次教育に関する私案

ｲﾝﾄﾛﾀﾞｸｼｮﾝ

１．薬学への招待
２．早期体験学習
３．全学共通教育

（一般教養）

薬学専門教育
「物理系薬学を学ぶ」
「化学系薬学を学ぶ」
「生物系薬学を学ぶ」
「健康と環境」
「薬と疾病」
「医薬品をつくる」
「薬学と社会」

実務実習教育
本実習は、医療施設の薬剤師
の指導、監督下で実施（24週
間）

「病院・薬局に行く」
「病院・薬局で学ぶ」

１.「教えを授ける」→→「自ら学ぶ」（自分の頭で考える）
「学生の意識改革」 →→教授錯覚を自覚する

２. 感じさせる（刺激をどのように与えるか）
３. 流れを作る（論理的思考、まとめる力）
４. いかに、アウトプットするか

基本ポリシー
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【ご講演にあたって】 

FD 委員会では、本学における教育活動の改善への取組みの一環として、「教員の教え

方改革」をテーマに、今回の第 2 回 FD 研修会を企画いたしました。 

本学における重要な課題の一つは、「負のスパイラルからの脱却」です。すなわち、

「国家試験合格率の高い大学になる → 学生が集まる → 競争倍率が上がる → 優秀

な学生を選抜できる → 卒業率が上がる…」のように、いかに正のスパイラルに転換

するか、そして「全学生がストレートで進級し国家試験に合格する」というマイルス

トーンに、いかに近づけるか、と考えます。 
直近の第 104 回薬剤師国家試験において合格率私学第 1 位は、名城大学です。近年

常に上位に位置し、高い合格率を維持しています（下図）。特記すべきは、出願者（233
名）、すなわち 6 年生のほとんど（223 名）が受験して、合格率 97.8%を得ていること

です。しかし、その名城大学も一時期、合格率が下降し、低迷していた時期がありま

した。 
今回ご講演をお願いしました原田健一先生は、この低迷期に教務委員長ならびに国

試対策委員長を任され、陣頭指揮を執って教育改革に尽力され、これを見事に V 字回

復に導かれました。そして、現在に至る「正のスパイラル」の達成と維持に大きく貢

献されました。原田先生曰く、普段の講義がとても重要で、学生のためにいかにわか

りやすく教えることができるか。そのために日々改良を重ね、第三者的な指導を受け

ながら、全教員一丸となって教え方改革に取り組んだ、ということです。 
ご講演では、名城大学における確かな成功実績に基づいて、どのように「教員の教

え方改革」に臨み、V 字回復、正のスパイラルへの転換を果たされたのか、その取り

組みについてご紹介していただく予定です。 
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原田 健一 先生 （1948年生まれ） 

 

名城大学 薬学部 環境科学・教授 
名城大学 大学院 総合学術研究科 資源生物機能学・教授 

 

 

【ご略歴】 

原田健一先生は、千葉大学薬学部のご出身で、同大学修士課程を修了後、田辺製薬㈱発

酵化学研究所に入社。その後、名城大学薬学部に助手として就任され、東北大学薬学

部にて学位を取得後、イリノイ大学やヘルシンキ大学で留学され、講師、助教授を経

て、現職である名城大学薬学部の教授、ならびに名城大学大学院総合学術研究科の教

授を務められています。またこの間、東京医科歯科大学、明治大学、山梨大学にて非

常勤講師も務められています。 
 

【大学における管理運営】 
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 薬学部 国試対策委員長 （2004 年度～2006 年度） 
 薬学部 入試委員長 （2009 年度～2010 年度） 
 大学院 総合学術研究科長 （2011 年度～2014 年度） 
 分析センター長 （2015 年度～2017 年度） 
 学術研究支援センター長 （2015 年度～2018 年度） 
 
【研究活動】 
 天然物化学、質量分析学、分離科学、環境科学をご専門として、これまでに発表さ

れた原著論文は 300 報を数えます。現在、これら分野の横断的・複合的な学問分野で

ある化学生態学の研究領域において、生態系における物質と生物間のコミュニケーシ

ョンの解明を目指されています。 
 
【学会賞】 
 日本質量分析学会 奨励賞 （1985 年度） 
 日本薬学会学術 貢献賞 （2004 年度） 
日本質量分析学会 功労賞 （2017 年度） 
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2018年6月 現代化学

「人間と環境」 興味深い学生の感想

最初にこの授業を受けたときは、この授業は何のためにやるのか全く分
からなかった。授業の名前に不思議さを感じたことを覚えている。しかし、
この一連の授業を受けて、他の授業とは違う視点を得られてと思う。世界
の全体像を学ぶことをできたと思う。この世の中のものは目に見えない
元素でできていて、地球も元素や様々なエネルギーから生まれた。目に
見えないものたちの反応により、私たちを脅かす地球温暖化やオゾン層
破壊が起きている。そのような環境で生きている私達、生命には水という
物質と栄養が欠かせず、それらを使ってさまざまな働きが行われて日々
生活することが出来る。ときにはその働きがうまく働かず、これから私達
に密接に関わっていく薬という物質に頼ることで働きを正常化する。学ん
でいくうちにいろいろ繋がって楽しかった。主体的に学ぶことができて理
解が深まったと思う。発表する、解りやすいパワーポイントを作る、班の
皆で協力するなど、様々なスキルを学べたと思う。他の班の発表からは
自分たちが調べられなかったことが得られ、まとめ方が違うことなどから、
自分とは違う視点が得られた。その後、自分でもう一度習ったことをまと
めなおすことで、知識の再確認ができ、毎週大変だったが、とても良い
経験をしたと思う。この授業で得たことをこれからの授業、生活に活かし
ていきたい。

初年次教育に関する私案

ｲﾝﾄﾛﾀﾞｸｼｮﾝ

１．薬学への招待
２．早期体験学習
３．全学共通教育

（一般教養）

薬学専門教育
「物理系薬学を学ぶ」
「化学系薬学を学ぶ」
「生物系薬学を学ぶ」
「健康と環境」
「薬と疾病」
「医薬品をつくる」
「薬学と社会」

実務実習教育
本実習は、医療施設の薬剤師
の指導、監督下で実施（24週
間）

「病院・薬局に行く」
「病院・薬局で学ぶ」

１.「教えを授ける」→→「自ら学ぶ」（自分の頭で考える）
「学生の意識改革」 →→教授錯覚を自覚する

２. 感じさせる（刺激をどのように与えるか）
３. 流れを作る（論理的思考、まとめる力）
４. いかに、アウトプットするか

基本ポリシー

ヒ ト
生命

薬
生化学

物理化学

分析学

薬理学

有機化学

生理学 解剖学

微生物

免疫学薬剤学

製剤学

抗生物質学

機器分析学
天然物

合成品

創薬化学

薬物代謝学薬物治療学

抗生物質学

薬学部における初年次教育

高校

物理 化学 生物 地学

人間と環境
大学

微生物学

基礎物理 基礎化学 基礎生物
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「初年次教育」に関する
ささやかな提案

名城大学薬学部
原田 健一

2019年度第2回 FD研修会

「初年次教育」に関するささやかな提案
ーアウトラインー

１. 名城大学薬学部の薬剤師国家試験対策の経緯

２. 最近の国試結果と問題点の提起

３. 初年次教育

４. 名城大学薬学部教養教育基軸科目
「人間と環境」の紹介

５. 初年次教育に関する私案
基本ポリシー
実施方法

回 受験者数 合格者数
本学合格率
（％）

私学合格率
（％）

私立29大学中
本学順位

84 300 261 87 87.09 19

85 280 245 87.5 89.28 21

86 267 215 80.52 84.79 24

87 236 214 90.68 89.12 12

88 255 215 84.31 89.17 22

89 279 227 81.36 86.77 25

90 243 236 97.12 94.2 10

91 263 239 90.87 86.26 7

92 214 202 94.39 86.54 5

93 244 233 95.49 86.74 4

84〜93回（1998-2007年）における薬剤師
国家試験結果（名城大学薬学部）

２１世紀初頭における名城大学薬学部の取り組み

１. マネジメント
① 目標設定
② 体制
③ 教員の意識改革

２. 教育内容（何を教えるか）
３. 教育方法（どのように教えるか）

① 新しい授業形式の導入
② 進級基準の見直し
③ 教育指導上の工夫
④ データの蓄積と活用

４. その他
① 後援会からの支援
② 予備校の活用

教務委員会
委員

学生

教務事務
担当者

旧教育体制

３者面談

学生 新教育体制

薬剤師国家試験対策のために確立した教育体制

学部教育推進委員会

薬学教育開発部門

教務委員会 教務事務

国家試験対策
委員会委員

配属研究室
主任教員

薬学教育センター

薬剤師国家試験対策スケジュール（名城大学薬学部）
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本学順位 本学順位

年 回 受験者数 合格者数
合格率
（％）

私学平均合格
率（％）

私立56大学
中順位

全73大学
中順位

2011 97回 198 196 98.99 95.38 8 11

2012 98回 199 199 100 83.05 1 1

2013 99回 224 204 91.07 69.52 1 3

2014 100回 236 209 88.56 71.65 5 9

2015 101回 216 209 96.76 85.72 7 10

2016 102回 208 203 97.6 84.33 2 6

2017 103回 184 174 94.57 84.11 6 16

2018 104回 223 218 97.76 84.77 1 3

97〜104回（2011-2018年）における薬剤師
国家試験結果（名城大学薬学部）

平成16年および17年度では、組織的な教務・国試対策を行い、ある程度の

成績を納めることができました。しかしながら、これらの対策を行ったに

もかかわらず、解決されなければいけない問題も浮き彫りになったことも

事実です。平成17年度では、４年生に進級した学生のうち、国試を受験で

きなかった学生20名、また受験したが合格しなかった学生24名も出てしま

いました。例年、同じような表現になりますが、国試対策は4年生だけで

は困難で、むしろ下級学年で学ぶ基礎的な事柄の理解がいかに大切である

かを示しております。勉学を続けるモチベーションの高揚を目指す。

良好な結果から見えてきた課題

（2006年の教務委員会報告）
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合格率（％） 63.6 62.0 90.0 92.0 92.0 96.0 

不合格 6 8 1 4 3 2

未受験 6 11 4 0 1 0

合格 21 31 45 46 46 48

50-72 72-76 76-79 79-83 83-86 86-90

１年次の学業成績と国家試験合否結果の関係

５０-１１００-５１１５０-１０１２００-１５１２５０-２０１２８５-２５１成績順位
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合格率（％） 52.8 76.0 84.0 88.0 94.0 98.0 

不合格 6 6 4 4 3 1

未受験 11 6 4 2 0 0

合格 19 38 42 44 47 49

49-61 61-68 68-73 73-77 77-81 81-89

５０-１１００-５１１５０-１０１２００-１５１２５０-２０１２８５-２５１成績順位
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２年次の学業成績と国家試験合否結果の関係

２４

２１

２３７

学
生
数�
人�

成績順位と国試合否は相関する

「教わる」から脱皮し、「主体的に学ぶ」習慣を身につける

「暗記」でなく、「理論」を理解する学力を身につける

１年次～２年次で、「基盤学力」を身につける

学生同士で学び合う、調べ合う

教え合う姿勢を身につける

国試合格は１年次の学習で決まる！

初年次教育は1970年代後半から80年代前半にかけて，

アメリカの多くの高等教育機関で導入され，学生の中退

率抑制や学生の”成功”に有効な教育プログラムである

ことが評価され，現在では世界20カ国以上に広がって

います。その背景として，高等教育のユニバーサル化

の進行に伴い，多様な学生が高等教育に進学するよう

になる一方で，卒業時の質保証が求められるようになり，

入学した学生を大学教育に適応させ，中退などの挫折を

防ぎ，成功に水路づける上で初年次教育が効果的である

という期待や評価が高まっているからです。

初年次教育

（初年次教育学会 設立趣意書 第一段落）2007年12月
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いました。例年、同じような表現になりますが、国試対策は4年生だけで

は困難で、むしろ下級学年で学ぶ基礎的な事柄の理解がいかに大切である

かを示しております。勉学を続けるモチベーションの高揚を目指す。
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3

薬剤師への道

高等学校卒業者高等学校卒業者

総合大学薬学部・薬科系大学

共用試験 実務実習

卒業者卒業者

薬剤師国家試験

合格者合格者 薬剤師 社会へ貢献

入学試験合格

免許申請

初年次教育

薬学部６年間の流れ（１）

ｲﾝﾄﾛﾀﾞｸｼｮﾝ

１．薬学への招待
２．早期体験学習
３．全学共通教育

（一般教養）

薬学専門教育
「物理系薬学を学ぶ」
「化学系薬学を学ぶ」
「生物系薬学を学ぶ」
「健康と環境」
「薬と疾病」
「医薬品をつくる」
「薬学と社会」

実務実習教育
本実習は、医療施設の薬剤師
の指導、監督下で実施（24週
間）

「病院・薬局に行く」
「病院・薬局で学ぶ」

ﾋｭｰﾏﾆｽﾞﾑを学ぶ
１．生と死

２．医療の担い手の
としての心構え

３．信頼関係の確立
を目指して

共用試験
（4年次終了時点）

初年次教育

ヒ ト
生命

薬
生化学

物理化学

分析学

薬理学

有機化学

生理学 解剖学

微生物

免疫学薬剤学

製剤学

抗生物質学

機器分析学

臨床薬物分析学

天然物

合成品

創薬化学

薬物代謝学薬物治療学

抗生物質学

薬学部で何を学ぶか

高校

物理 化学 生物 地学

人間と環境
大学

英語

微生物学

名城大学薬学部教養教育基軸科目「人間と環境」

担当者氏名 原田健一（環境科学研究室）

講義の目的：
高校で習得した理科を発展する形で化学、物理そして
生物の基礎的な考え方を習い、人間と環境に関する

いろいろな問題に対して理解を深める。

教科書：改訂実感する化学 上巻 地球感動編
改訂実感する化学 下巻 生活感動編

ポイント：身の回りで起きていることを自分の頭で考える
（論理的思考ができること）
シラバスをしっかり読むこと

講義の進め方

◎ 8名で１グループを作る
発表者は担当教員が指示

◎ 前週に簡単な予告を行う
◎ 1週目： 担当教員による問題提起（30分）

その後各グループで討論して方針を決める
◎ 2週目： 発表準備（10分）

発表（各テーマにつき２グループ、10分）
発表後20分の質問
担当教員の総括（10分）

◎ 8回目の講義で中間のまとめを行う
◎ 15回目は最終まとめ
◎ 発表はもちろん質問することも評価の対象
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本学順位 本学順位

年 回 受験者数 合格者数
合格率
（％）

私学平均合格
率（％）

私立56大学
中順位

全73大学
中順位

2011 97回 198 196 98.99 95.38 8 11

2012 98回 199 199 100 83.05 1 1

2013 99回 224 204 91.07 69.52 1 3

2014 100回 236 209 88.56 71.65 5 9

2015 101回 216 209 96.76 85.72 7 10

2016 102回 208 203 97.6 84.33 2 6

2017 103回 184 174 94.57 84.11 6 16

2018 104回 223 218 97.76 84.77 1 3

97〜104回（2011-2018年）における薬剤師
国家試験結果（名城大学薬学部）

平成16年および17年度では、組織的な教務・国試対策を行い、ある程度の

成績を納めることができました。しかしながら、これらの対策を行ったに

もかかわらず、解決されなければいけない問題も浮き彫りになったことも

事実です。平成17年度では、４年生に進級した学生のうち、国試を受験で

きなかった学生20名、また受験したが合格しなかった学生24名も出てしま

いました。例年、同じような表現になりますが、国試対策は4年生だけで

は困難で、むしろ下級学年で学ぶ基礎的な事柄の理解がいかに大切である

かを示しております。勉学を続けるモチベーションの高揚を目指す。

良好な結果から見えてきた課題

（2006年の教務委員会報告）

0
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合格率（％） 63.6 62.0 90.0 92.0 92.0 96.0 

不合格 6 8 1 4 3 2

未受験 6 11 4 0 1 0

合格 21 31 45 46 46 48

50-72 72-76 76-79 79-83 83-86 86-90

１年次の学業成績と国家試験合否結果の関係

５０-１１００-５１１５０-１０１２００-１５１２５０-２０１２８５-２５１成績順位

合格率 ９６％９２％９２％９０％６２％６４％

２４

２１

２３７

学
生
数�
人�

0

10

20

30

40

50

合格率（％） 52.8 76.0 84.0 88.0 94.0 98.0 

不合格 6 6 4 4 3 1

未受験 11 6 4 2 0 0

合格 19 38 42 44 47 49

49-61 61-68 68-73 73-77 77-81 81-89

５０-１１００-５１１５０-１０１２００-１５１２５０-２０１２８５-２５１成績順位

合格率 ９８％９４％８８％８４％７６％５３％

２年次の学業成績と国家試験合否結果の関係

２４

２１

２３７

学
生
数�
人�

成績順位と国試合否は相関する

「教わる」から脱皮し、「主体的に学ぶ」習慣を身につける

「暗記」でなく、「理論」を理解する学力を身につける

１年次～２年次で、「基盤学力」を身につける

学生同士で学び合う、調べ合う

教え合う姿勢を身につける

国試合格は１年次の学習で決まる！

初年次教育は1970年代後半から80年代前半にかけて，

アメリカの多くの高等教育機関で導入され，学生の中退

率抑制や学生の”成功”に有効な教育プログラムである

ことが評価され，現在では世界20カ国以上に広がって

います。その背景として，高等教育のユニバーサル化

の進行に伴い，多様な学生が高等教育に進学するよう

になる一方で，卒業時の質保証が求められるようになり，

入学した学生を大学教育に適応させ，中退などの挫折を

防ぎ，成功に水路づける上で初年次教育が効果的である

という期待や評価が高まっているからです。

初年次教育

（初年次教育学会 設立趣意書 第一段落）2007年12月

3

薬剤師への道

高等学校卒業者高等学校卒業者

総合大学薬学部・薬科系大学

共用試験 実務実習

卒業者卒業者

薬剤師国家試験

合格者合格者 薬剤師 社会へ貢献

入学試験合格

免許申請

初年次教育

薬学部６年間の流れ（１）

ｲﾝﾄﾛﾀﾞｸｼｮﾝ

１．薬学への招待
２．早期体験学習
３．全学共通教育

（一般教養）

薬学専門教育
「物理系薬学を学ぶ」
「化学系薬学を学ぶ」
「生物系薬学を学ぶ」
「健康と環境」
「薬と疾病」
「医薬品をつくる」
「薬学と社会」

実務実習教育
本実習は、医療施設の薬剤師
の指導、監督下で実施（24週
間）

「病院・薬局に行く」
「病院・薬局で学ぶ」

ﾋｭｰﾏﾆｽﾞﾑを学ぶ
１．生と死

２．医療の担い手の
としての心構え

３．信頼関係の確立
を目指して

共用試験
（4年次終了時点）

初年次教育

ヒ ト
生命

薬
生化学

物理化学

分析学

薬理学

有機化学

生理学 解剖学

微生物

免疫学薬剤学

製剤学

抗生物質学

機器分析学

臨床薬物分析学

天然物

合成品

創薬化学

薬物代謝学薬物治療学

抗生物質学

薬学部で何を学ぶか

高校

物理 化学 生物 地学

人間と環境
大学

英語

微生物学

名城大学薬学部教養教育基軸科目「人間と環境」

担当者氏名 原田健一（環境科学研究室）

講義の目的：
高校で習得した理科を発展する形で化学、物理そして
生物の基礎的な考え方を習い、人間と環境に関する

いろいろな問題に対して理解を深める。

教科書：改訂実感する化学 上巻 地球感動編
改訂実感する化学 下巻 生活感動編

ポイント：身の回りで起きていることを自分の頭で考える
（論理的思考ができること）
シラバスをしっかり読むこと

講義の進め方

◎ 8名で１グループを作る
発表者は担当教員が指示

◎ 前週に簡単な予告を行う
◎ 1週目： 担当教員による問題提起（30分）

その後各グループで討論して方針を決める
◎ 2週目： 発表準備（10分）

発表（各テーマにつき２グループ、10分）
発表後20分の質問
担当教員の総括（10分）

◎ 8回目の講義で中間のまとめを行う
◎ 15回目は最終まとめ
◎ 発表はもちろん質問することも評価の対象

4

4月12日 元素（物質）の形成と地球の誕生
4月19日 発表および議論

第１回のテーマ

元素（物質）の形成
宇宙の誕生
元素はどのように作られたか
超新星爆発と核融合反応
原子とは（上巻、35ページ、下巻、13ページ）
周期表（上巻、34ページ）

4月12日 元素（物質）の形成と地球の誕生
4月19日 発表および議論

第１回のテーマ

地球の誕生
地球はいかに誕生したか
地球４６億年の歴史
現在の地球環境を考える際に重要な出来事
大気の形成、海の誕生、酸素の発生、
生命の誕生、超大陸
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薬剤師への道

高等学校卒業者高等学校卒業者

総合大学薬学部・薬科系大学

共用試験 実務実習

卒業者卒業者

薬剤師国家試験

合格者合格者 薬剤師 社会へ貢献

入学試験合格

免許申請

初年次教育

薬学部６年間の流れ（１）

ｲﾝﾄﾛﾀﾞｸｼｮﾝ

１．薬学への招待
２．早期体験学習
３．全学共通教育

（一般教養）

薬学専門教育
「物理系薬学を学ぶ」
「化学系薬学を学ぶ」
「生物系薬学を学ぶ」
「健康と環境」
「薬と疾病」
「医薬品をつくる」
「薬学と社会」

実務実習教育
本実習は、医療施設の薬剤師
の指導、監督下で実施（24週
間）

「病院・薬局に行く」
「病院・薬局で学ぶ」

ﾋｭｰﾏﾆｽﾞﾑを学ぶ
１．生と死

２．医療の担い手の
としての心構え

３．信頼関係の確立
を目指して

共用試験
（4年次終了時点）

初年次教育

ヒ ト
生命

薬
生化学

物理化学

分析学

薬理学

有機化学

生理学 解剖学

微生物

免疫学薬剤学

製剤学

抗生物質学

機器分析学

臨床薬物分析学

天然物

合成品

創薬化学

薬物代謝学薬物治療学

抗生物質学

薬学部で何を学ぶか

高校

物理 化学 生物 地学

人間と環境
大学

英語

微生物学

名城大学薬学部教養教育基軸科目「人間と環境」

担当者氏名 原田健一（環境科学研究室）

講義の目的：
高校で習得した理科を発展する形で化学、物理そして
生物の基礎的な考え方を習い、人間と環境に関する

いろいろな問題に対して理解を深める。

教科書：改訂実感する化学 上巻 地球感動編
改訂実感する化学 下巻 生活感動編

ポイント：身の回りで起きていることを自分の頭で考える
（論理的思考ができること）
シラバスをしっかり読むこと

講義の進め方

◎ 8名で１グループを作る
発表者は担当教員が指示

◎ 前週に簡単な予告を行う
◎ 1週目： 担当教員による問題提起（30分）

その後各グループで討論して方針を決める
◎ 2週目： 発表準備（10分）

発表（各テーマにつき２グループ、10分）
発表後20分の質問
担当教員の総括（10分）

◎ 8回目の講義で中間のまとめを行う
◎ 15回目は最終まとめ
◎ 発表はもちろん質問することも評価の対象
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1） 4月05日 イントロダクションー科学的な考え方ー
2） 4月12日 元素（物質）の形成と地球の誕生
3） 4月19日 議論および発表
4） 4月26日 エネルギー（太陽エネルギーと化石燃料、原子力）
5） 5月10日 議論および発表
6） 5月17日 地球温暖化とオゾン層破壊
7） 5月24日 議論および発表
8） 5月31日 中間まとめ
9） 6月07日 水を考えるーその不思議な性質ー
10） 6月14日 議論および発表
11） 6月21日 生命ー栄養を考えるー
12） 6月28日 議論および発表
13） 7月05日 薬ーアスピリンとペニシリンー
14） 7月12日 議論および発表
15） 7月19日 総まとめー環境と生命における恒常性ー

人間と環境ー講義計画

「人間と環境」の討論テーマ

エネルギー

物質とエネルギーの相互作用（環境問題）

水

生命（食物と栄養）

薬

１

２

３

４

５

６

１ 地球の誕生（歴史）

元素（物質）の形成

レポート提出

4月12日 元素（物質）の形成地球の誕生
4月19日 議論および発表
↓

レポート作成－１－
↓

4月26日 エネルギー（太陽エネルギーと化石燃料、原子力）
レポートー１－提出（１部/一人）

5月10日 議論および発表
↓

レポート作成－２－/
↓

5月17日 地球温暖化とオゾン層破壊
レポートー２－提出（１部/一人）

5月24日 議論および発表
以下同様

0.0
0.5
1.0
1.5
2.0
2.5
3.0
3.5
4.0
4.5
5.0

問１

この授業では、板書や資料

等は読み取りやすかったと

思いますか。

問２

この授業では、教員の話し

方は聞き取りやすかったと

思いますか。

問３

この授業では、教員は私語

に対し、きちんと対応して

いましたか。

問４

この授業では、教員は学生

の理解度を確認しながら進

めていましたか。

問５

この授業では、学生が授業

に積極的に取り組めるよう

な工夫がなされていたと…

問６

この授業では、教員は熱意

や意欲をもって授業に取り

組んでくれたと思います…

問７

この授業では授業の大切な

ポイントがきちんと示され

ていましたか。

問８

この授業はシラバスに沿っ

た内容でしたか。

担当教員の授業スキル

当該平均

当該学年

科目平均

全科目
平均

0.0
0.5
1.0
1.5
2.0
2.5
3.0
3.5
4.0
4.5
5.0

問９

この授業を履修するにあ

たり、自分には基礎的な

知識が十分にあったと…

問１１

あなたは、この授業に対

して、欠席や遅刻をする

ことなく、過度なアル…

問１２

この授業について、予習

しましたか？

問１３

この授業について、復習

しましたか？

問１４

あなたは、この授業のた

めに1週間あたり授業外

でどのくらい勉強をし…

問１５

あなたは、この授業に意

欲的・積極的に取り組む

ことができたと思いま…

問１６

自分はこの授業が理解で

きたと思いますか。

問１７

この授業で、自分はシラ

バスに示されている到達

目標を達成できたと思…

問１８

この授業を通じて、あな

たは知識やスキルを身に

つける等、成長を実感…

学生自己評価

当該平均

当該学年

科目平均

全科目
平均

4

4月12日 元素（物質）の形成と地球の誕生
4月19日 発表および議論

第１回のテーマ

元素（物質）の形成
宇宙の誕生
元素はどのように作られたか
超新星爆発と核融合反応
原子とは（上巻、35ページ、下巻、13ページ）
周期表（上巻、34ページ）

4月12日 元素（物質）の形成と地球の誕生
4月19日 発表および議論

第１回のテーマ

地球の誕生
地球はいかに誕生したか
地球４６億年の歴史
現在の地球環境を考える際に重要な出来事
大気の形成、海の誕生、酸素の発生、
生命の誕生、超大陸
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2） 4月12日 元素（物質）の形成と地球の誕生
3） 4月19日 議論および発表
4） 4月26日 エネルギー（太陽エネルギーと化石燃料、原子力）
5） 5月10日 議論および発表
6） 5月17日 地球温暖化とオゾン層破壊
7） 5月24日 議論および発表
8） 5月31日 中間まとめ
9） 6月07日 水を考えるーその不思議な性質ー
10） 6月14日 議論および発表
11） 6月21日 生命ー栄養を考えるー
12） 6月28日 議論および発表
13） 7月05日 薬ーアスピリンとペニシリンー
14） 7月12日 議論および発表
15） 7月19日 総まとめー環境と生命における恒常性ー

人間と環境ー講義計画

「人間と環境」の討論テーマ

エネルギー

物質とエネルギーの相互作用（環境問題）
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薬

１

２

３

４

５

６

１ 地球の誕生（歴史）

元素（物質）の形成

レポート提出

4月12日 元素（物質）の形成地球の誕生
4月19日 議論および発表
↓

レポート作成－１－
↓

4月26日 エネルギー（太陽エネルギーと化石燃料、原子力）
レポートー１－提出（１部/一人）

5月10日 議論および発表
↓
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↓

5月17日 地球温暖化とオゾン層破壊
レポートー２－提出（１部/一人）

5月24日 議論および発表
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な工夫がなされていたと…

問６

この授業では、教員は熱意

や意欲をもって授業に取り

組んでくれたと思います…

問７

この授業では授業の大切な

ポイントがきちんと示され

ていましたか。

問８

この授業はシラバスに沿っ

た内容でしたか。

担当教員の授業スキル

当該平均

当該学年

科目平均

全科目
平均
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4.5
5.0

問９

この授業を履修するにあ

たり、自分には基礎的な

知識が十分にあったと…

問１１

あなたは、この授業に対

して、欠席や遅刻をする

ことなく、過度なアル…

問１２

この授業について、予習

しましたか？

問１３

この授業について、復習

しましたか？

問１４

あなたは、この授業のた

めに1週間あたり授業外

でどのくらい勉強をし…

問１５

あなたは、この授業に意

欲的・積極的に取り組む

ことができたと思いま…

問１６

自分はこの授業が理解で

きたと思いますか。

問１７

この授業で、自分はシラ

バスに示されている到達

目標を達成できたと思…

問１８

この授業を通じて、あな

たは知識やスキルを身に

つける等、成長を実感…

学生自己評価

当該平均

当該学年

科目平均

全科目
平均

4

4月12日 元素（物質）の形成と地球の誕生
4月19日 発表および議論

第１回のテーマ

元素（物質）の形成
宇宙の誕生
元素はどのように作られたか
超新星爆発と核融合反応
原子とは（上巻、35ページ、下巻、13ページ）
周期表（上巻、34ページ）

4月12日 元素（物質）の形成と地球の誕生
4月19日 発表および議論

第１回のテーマ

地球の誕生
地球はいかに誕生したか
地球４６億年の歴史
現在の地球環境を考える際に重要な出来事
大気の形成、海の誕生、酸素の発生、
生命の誕生、超大陸

6

「人間と環境」 学生の主な感想

1）極めてありふれた身近な話題をテーマにしているので、
いままでいかに無頓着であったかを実感した

2）グループ学習の楽しさと難しさを実感した
3）プレゼンテーションの大切さを感じた
4）学生が発表し、学生が質問する。いままで経験したこと

がないやり方だ
5）レポートを初めて書く機会になった
6）高校で習った理科の科目にこだわらず、学習ができた
7）ネットや参考書を探すのが大変だ
8）このような学習が薬学部の学生に必要なのですか
9）高校の時の勉強とあまりに違うので戸惑った
10）コンピューターの扱いができるようになった

初年次教育に関する私案（１）

ｲﾝﾄﾛﾀﾞｸｼｮﾝ

１．薬学への招待
２．早期体験学習
３．全学共通教育

（一般教養）

薬学専門教育
「物理系薬学を学ぶ」
「化学系薬学を学ぶ」
「生物系薬学を学ぶ」
「健康と環境」
「薬と疾病」
「医薬品をつくる」
「薬学と社会」

実務実習教育
本実習は、医療施設の薬剤師
の指導、監督下で実施（24週
間）

「病院・薬局に行く」
「病院・薬局で学ぶ」

１.「教えを授ける」→→「自ら学ぶ」（自分の頭で考える）
「学生の意識改革」 教授錯覚を自覚する

２. 感じさせる（刺激をどのように与えるか）
３. 流れを作る（論理的思考、まとめる力）
４. いかに、アウトプットするか

基本ポリシー

初年次教育に関する私案（２）

どのようにやるか？

１.従来の「座学」をやめる
２.グループ学習
３.PowerPointの作成
４.プレゼンテーション、質疑・討論
５.レポートを書かせる（心の変化の追跡）

ｲﾝﾄﾛﾀﾞｸｼｮﾝ

１．薬学への招待
２．早期体験学習
３．全学共通教育

（一般教養）

薬学専門教育
「物理系薬学を学ぶ」
「化学系薬学を学ぶ」
「生物系薬学を学ぶ」
「健康と環境」
「薬と疾病」
「医薬品をつくる」
「薬学と社会」

実務実習教育
本実習は、医療施設の薬剤師
の指導、監督下で実施（24週
間）

「病院・薬局に行く」
「病院・薬局で学ぶ」

化学、72, No. 10, 11 (2017)
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5

1） 4月05日 イントロダクションー科学的な考え方ー
2） 4月12日 元素（物質）の形成と地球の誕生
3） 4月19日 議論および発表
4） 4月26日 エネルギー（太陽エネルギーと化石燃料、原子力）
5） 5月10日 議論および発表
6） 5月17日 地球温暖化とオゾン層破壊
7） 5月24日 議論および発表
8） 5月31日 中間まとめ
9） 6月07日 水を考えるーその不思議な性質ー
10） 6月14日 議論および発表
11） 6月21日 生命ー栄養を考えるー
12） 6月28日 議論および発表
13） 7月05日 薬ーアスピリンとペニシリンー
14） 7月12日 議論および発表
15） 7月19日 総まとめー環境と生命における恒常性ー

人間と環境ー講義計画

「人間と環境」の討論テーマ

エネルギー

物質とエネルギーの相互作用（環境問題）

水

生命（食物と栄養）

薬

１

２

３

４

５

６

１ 地球の誕生（歴史）

元素（物質）の形成

レポート提出

4月12日 元素（物質）の形成地球の誕生
4月19日 議論および発表
↓

レポート作成－１－
↓

4月26日 エネルギー（太陽エネルギーと化石燃料、原子力）
レポートー１－提出（１部/一人）

5月10日 議論および発表
↓

レポート作成－２－/
↓

5月17日 地球温暖化とオゾン層破壊
レポートー２－提出（１部/一人）

5月24日 議論および発表
以下同様

0.0
0.5
1.0
1.5
2.0
2.5
3.0
3.5
4.0
4.5
5.0

問１

この授業では、板書や資料

等は読み取りやすかったと

思いますか。

問２

この授業では、教員の話し

方は聞き取りやすかったと

思いますか。

問３

この授業では、教員は私語

に対し、きちんと対応して

いましたか。

問４

この授業では、教員は学生

の理解度を確認しながら進

めていましたか。

問５

この授業では、学生が授業

に積極的に取り組めるよう

な工夫がなされていたと…

問６

この授業では、教員は熱意

や意欲をもって授業に取り

組んでくれたと思います…

問７

この授業では授業の大切な

ポイントがきちんと示され

ていましたか。

問８

この授業はシラバスに沿っ

た内容でしたか。

担当教員の授業スキル

当該平均

当該学年

科目平均

全科目
平均

0.0
0.5
1.0
1.5
2.0
2.5
3.0
3.5
4.0
4.5
5.0

問９

この授業を履修するにあ

たり、自分には基礎的な

知識が十分にあったと…

問１１

あなたは、この授業に対

して、欠席や遅刻をする

ことなく、過度なアル…

問１２

この授業について、予習

しましたか？

問１３

この授業について、復習

しましたか？

問１４

あなたは、この授業のた

めに1週間あたり授業外

でどのくらい勉強をし…

問１５

あなたは、この授業に意

欲的・積極的に取り組む

ことができたと思いま…

問１６

自分はこの授業が理解で

きたと思いますか。

問１７

この授業で、自分はシラ

バスに示されている到達

目標を達成できたと思…

問１８

この授業を通じて、あな

たは知識やスキルを身に

つける等、成長を実感…

学生自己評価

当該平均

当該学年

科目平均

全科目
平均
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「人間と環境」 学生の主な感想

1）極めてありふれた身近な話題をテーマにしているので、
いままでいかに無頓着であったかを実感した

2）グループ学習の楽しさと難しさを実感した
3）プレゼンテーションの大切さを感じた
4）学生が発表し、学生が質問する。いままで経験したこと

がないやり方だ
5）レポートを初めて書く機会になった
6）高校で習った理科の科目にこだわらず、学習ができた
7）ネットや参考書を探すのが大変だ
8）このような学習が薬学部の学生に必要なのですか
9）高校の時の勉強とあまりに違うので戸惑った
10）コンピューターの扱いができるようになった

初年次教育に関する私案（１）

ｲﾝﾄﾛﾀﾞｸｼｮﾝ

１．薬学への招待
２．早期体験学習
３．全学共通教育

（一般教養）

薬学専門教育
「物理系薬学を学ぶ」
「化学系薬学を学ぶ」
「生物系薬学を学ぶ」
「健康と環境」
「薬と疾病」
「医薬品をつくる」
「薬学と社会」

実務実習教育
本実習は、医療施設の薬剤師
の指導、監督下で実施（24週
間）

「病院・薬局に行く」
「病院・薬局で学ぶ」

１.「教えを授ける」→→「自ら学ぶ」（自分の頭で考える）
「学生の意識改革」 教授錯覚を自覚する

２. 感じさせる（刺激をどのように与えるか）
３. 流れを作る（論理的思考、まとめる力）
４. いかに、アウトプットするか

基本ポリシー

初年次教育に関する私案（２）

どのようにやるか？

１.従来の「座学」をやめる
２.グループ学習
３.PowerPointの作成
４.プレゼンテーション、質疑・討論
５.レポートを書かせる（心の変化の追跡）

ｲﾝﾄﾛﾀﾞｸｼｮﾝ

１．薬学への招待
２．早期体験学習
３．全学共通教育

（一般教養）

薬学専門教育
「物理系薬学を学ぶ」
「化学系薬学を学ぶ」
「生物系薬学を学ぶ」
「健康と環境」
「薬と疾病」
「医薬品をつくる」
「薬学と社会」

実務実習教育
本実習は、医療施設の薬剤師
の指導、監督下で実施（24週
間）

「病院・薬局に行く」
「病院・薬局で学ぶ」

化学、72, No. 10, 11 (2017)
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2018年6月 現代化学

「人間と環境」 興味深い学生の感想

最初にこの授業を受けたときは、この授業は何のためにやるのか全く分
からなかった。授業の名前に不思議さを感じたことを覚えている。しかし、
この一連の授業を受けて、他の授業とは違う視点を得られてと思う。世界
の全体像を学ぶことをできたと思う。この世の中のものは目に見えない
元素でできていて、地球も元素や様々なエネルギーから生まれた。目に
見えないものたちの反応により、私たちを脅かす地球温暖化やオゾン層
破壊が起きている。そのような環境で生きている私達、生命には水という
物質と栄養が欠かせず、それらを使ってさまざまな働きが行われて日々
生活することが出来る。ときにはその働きがうまく働かず、これから私達
に密接に関わっていく薬という物質に頼ることで働きを正常化する。学ん
でいくうちにいろいろ繋がって楽しかった。主体的に学ぶことができて理
解が深まったと思う。発表する、解りやすいパワーポイントを作る、班の
皆で協力するなど、様々なスキルを学べたと思う。他の班の発表からは
自分たちが調べられなかったことが得られ、まとめ方が違うことなどから、
自分とは違う視点が得られた。その後、自分でもう一度習ったことをまと
めなおすことで、知識の再確認ができ、毎週大変だったが、とても良い
経験をしたと思う。この授業で得たことをこれからの授業、生活に活かし
ていきたい。

初年次教育に関する私案

ｲﾝﾄﾛﾀﾞｸｼｮﾝ

１．薬学への招待
２．早期体験学習
３．全学共通教育

（一般教養）

薬学専門教育
「物理系薬学を学ぶ」
「化学系薬学を学ぶ」
「生物系薬学を学ぶ」
「健康と環境」
「薬と疾病」
「医薬品をつくる」
「薬学と社会」

実務実習教育
本実習は、医療施設の薬剤師
の指導、監督下で実施（24週
間）

「病院・薬局に行く」
「病院・薬局で学ぶ」

１.「教えを授ける」→→「自ら学ぶ」（自分の頭で考える）
「学生の意識改革」 →→教授錯覚を自覚する

２. 感じさせる（刺激をどのように与えるか）
３. 流れを作る（論理的思考、まとめる力）
４. いかに、アウトプットするか

基本ポリシー

ヒ ト
生命

薬
生化学

物理化学

分析学

薬理学

有機化学

生理学 解剖学

微生物

免疫学薬剤学

製剤学

抗生物質学

機器分析学
天然物

合成品

創薬化学

薬物代謝学薬物治療学

抗生物質学

薬学部における初年次教育

高校

物理 化学 生物 地学

人間と環境
大学

微生物学

基礎物理 基礎化学 基礎生物
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6

「人間と環境」 学生の主な感想

1）極めてありふれた身近な話題をテーマにしているので、
いままでいかに無頓着であったかを実感した

2）グループ学習の楽しさと難しさを実感した
3）プレゼンテーションの大切さを感じた
4）学生が発表し、学生が質問する。いままで経験したこと

がないやり方だ
5）レポートを初めて書く機会になった
6）高校で習った理科の科目にこだわらず、学習ができた
7）ネットや参考書を探すのが大変だ
8）このような学習が薬学部の学生に必要なのですか
9）高校の時の勉強とあまりに違うので戸惑った
10）コンピューターの扱いができるようになった

初年次教育に関する私案（１）

ｲﾝﾄﾛﾀﾞｸｼｮﾝ

１．薬学への招待
２．早期体験学習
３．全学共通教育

（一般教養）

薬学専門教育
「物理系薬学を学ぶ」
「化学系薬学を学ぶ」
「生物系薬学を学ぶ」
「健康と環境」
「薬と疾病」
「医薬品をつくる」
「薬学と社会」

実務実習教育
本実習は、医療施設の薬剤師
の指導、監督下で実施（24週
間）

「病院・薬局に行く」
「病院・薬局で学ぶ」

１.「教えを授ける」→→「自ら学ぶ」（自分の頭で考える）
「学生の意識改革」 教授錯覚を自覚する

２. 感じさせる（刺激をどのように与えるか）
３. 流れを作る（論理的思考、まとめる力）
４. いかに、アウトプットするか

基本ポリシー

初年次教育に関する私案（２）

どのようにやるか？

１.従来の「座学」をやめる
２.グループ学習
３.PowerPointの作成
４.プレゼンテーション、質疑・討論
５.レポートを書かせる（心の変化の追跡）

ｲﾝﾄﾛﾀﾞｸｼｮﾝ

１．薬学への招待
２．早期体験学習
３．全学共通教育

（一般教養）

薬学専門教育
「物理系薬学を学ぶ」
「化学系薬学を学ぶ」
「生物系薬学を学ぶ」
「健康と環境」
「薬と疾病」
「医薬品をつくる」
「薬学と社会」

実務実習教育
本実習は、医療施設の薬剤師
の指導、監督下で実施（24週
間）

「病院・薬局に行く」
「病院・薬局で学ぶ」

化学、72, No. 10, 11 (2017)

7

2018年6月 現代化学

「人間と環境」 興味深い学生の感想

最初にこの授業を受けたときは、この授業は何のためにやるのか全く分
からなかった。授業の名前に不思議さを感じたことを覚えている。しかし、
この一連の授業を受けて、他の授業とは違う視点を得られてと思う。世界
の全体像を学ぶことをできたと思う。この世の中のものは目に見えない
元素でできていて、地球も元素や様々なエネルギーから生まれた。目に
見えないものたちの反応により、私たちを脅かす地球温暖化やオゾン層
破壊が起きている。そのような環境で生きている私達、生命には水という
物質と栄養が欠かせず、それらを使ってさまざまな働きが行われて日々
生活することが出来る。ときにはその働きがうまく働かず、これから私達
に密接に関わっていく薬という物質に頼ることで働きを正常化する。学ん
でいくうちにいろいろ繋がって楽しかった。主体的に学ぶことができて理
解が深まったと思う。発表する、解りやすいパワーポイントを作る、班の
皆で協力するなど、様々なスキルを学べたと思う。他の班の発表からは
自分たちが調べられなかったことが得られ、まとめ方が違うことなどから、
自分とは違う視点が得られた。その後、自分でもう一度習ったことをまと
めなおすことで、知識の再確認ができ、毎週大変だったが、とても良い
経験をしたと思う。この授業で得たことをこれからの授業、生活に活かし
ていきたい。

初年次教育に関する私案

ｲﾝﾄﾛﾀﾞｸｼｮﾝ

１．薬学への招待
２．早期体験学習
３．全学共通教育

（一般教養）

薬学専門教育
「物理系薬学を学ぶ」
「化学系薬学を学ぶ」
「生物系薬学を学ぶ」
「健康と環境」
「薬と疾病」
「医薬品をつくる」
「薬学と社会」

実務実習教育
本実習は、医療施設の薬剤師
の指導、監督下で実施（24週
間）

「病院・薬局に行く」
「病院・薬局で学ぶ」

１.「教えを授ける」→→「自ら学ぶ」（自分の頭で考える）
「学生の意識改革」 →→教授錯覚を自覚する

２. 感じさせる（刺激をどのように与えるか）
３. 流れを作る（論理的思考、まとめる力）
４. いかに、アウトプットするか
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FD 研修会参加報告 
 
企画：令和元年度 障害学生支援理解・啓発セミナー２ 
日時：令和元年 10 月 25 日（金）11:00～17:00 
会場：新大阪丸ビル別館 
参加者：岡﨑裕之（報告者） 
<プログラム> 

文部科学省 行政説明 

「障害のある学生の修学支援」 

日本学生支援機構学生生活部 事業概要説明 

「JASSOにおける障害学生修学支援事業について」 

 基調講演  

「障害学生支援体制の構築に向けて」 

   村田淳 (京都大学学生総合支援センター障害学生支援ルーム准教授) 

 事例紹介 

   大学等における障害学生支援の取組について 

   梅本直（京都外国語大学学生部健康サポートセンター障がい学生支援室） 

   山下京子（広島女学院大学児童教育学科教授） 

 「社会で活躍する障害学生支援プラットフォーム形成事業」の事業報告 

   船越高樹（京都大学学生総合支援センター障害学生支援ルーム特定准教授） 

 情報交換会 

 

<報告> 

令和元年度障害学生支援理解・啓発セミナー2 に参加した。まず文科省、JASSO より障

害学生支援についての概要説明、事業概要の説明が行われた。午後からは基調講演として

京都大学の村田准教授による京都大学における支援体制の構築についての講演が行われた。

その後、各事例紹介として京都外国語大の梅本先生、及び広島女学院大の山下教授の取組

について発表され、最後に東京大学、京都大学が取り組む「社会で活躍する障害学生支援

プラットフォーム形成事業」の事業報告が京都大学 伊藤准教授により行われた。 
 高等教育機関において障害のある学生の在籍者数は年々増加しており、「障害者差別解消

法」の施行に伴い各機関による学生支援の重要性が提示された。基調講演、事例紹介を通

じて、大学における学生の修学支援のために短期課題、長期課題を設定し、学生からの合

理的配慮の申し出について検討を行う組織編成を行う必要性が感じられた。障害学生に対

する支援が大学による特別なものではなく当たり前に行われるものとして、今後支援体制

を構築し、受験生、入学生などへ情報提供を行っていくことが重要であると思われた。 
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 高等教育機関において障害のある学生の在籍者数は年々増加しており、「障害者差別解消

法」の施行に伴い各機関による学生支援の重要性が提示された。基調講演、事例紹介を通

じて、大学における学生の修学支援のために短期課題、長期課題を設定し、学生からの合

理的配慮の申し出について検討を行う組織編成を行う必要性が感じられた。障害学生に対

する支援が大学による特別なものではなく当たり前に行われるものとして、今後支援体制

を構築し、受験生、入学生などへ情報提供を行っていくことが重要であると思われた。 
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2019年 12月 10日 

FD研修関連出張報告 

分析化学分野 藤井 清永  
 

企画：名城大学薬学部における国家試験対策等に関する視察 
日程：2019年 12月 7日（土） 
場所：名城大学薬学部（名古屋） 

 
 名城大学薬学部における国家試験に向けた取り組みは、就職活動、卒業研究を終えた 6 年生
の夏ごろより本格的に始まる。それまでは自己学習が中心で、6月に 4週にわたる成績下位層を
対象とした学術授業があるほか、8月に夏季講習会が催され、それ以降は本学と同様、薬学ゼミ
ナールなどの予備校や大学の先生方による特別講義が行われる。また、定期的な模擬試験により
学習の進捗を管理しながら、卒業試験、直前講習を経て、国家試験に臨むとのことであった。 
そこで、国家試験の合格状況ならびに卒業、進級状況について、閲覧のみ許された資料をもと

に整理した。別紙に本学の状況（上段）と名城大学薬学部の状況（下段）をまとめた。 
まず学年別在籍状況に関して、本学に比べ、ストレート在席者数の割合がいずれの学年も高く、

4年生（現 5年生）に至っては、22%の差があった。それに伴って、過年度在籍者数の割合は低
い値で推移していた。また、学年別の進級状況を比較すると、すべての学年で約 80%以上を保
持していた。卒業状況に関しては、本学のストレート卒業率が 39%に対して、65％と高い値で
あった。国家試験の合格状況は近年、私立大で第 1位を連続して獲得しているが、6年生の在席
学生者数と合格者数による、いわゆる真の合格率を比較した。その結果、本学は近年、上昇傾向
にあるものの、昨年度の 37.5%に対して、名城大学薬学部は直近の 5年間、80%以上を維持して
おり、昨年度は 90%であった。すなわち、6 年生に進級すれば 90%が合格するということを示
している。 
先方にお話を聞く中で、本学と異なる点として、学生の学習管理を、配属研究室の先生に一任

するのではなく、国家試験対策委員会の先生も加わって行っているとのことであった。また、国
家試験対策委員会と教務委員会、教務事務の三者が連携した、学生のフォローアップ体制を確立
しており、大学全体で学生一人ひとりを支援している印象であった。特に成績が振るわない学生
に注力しており、底上げを図っていると考えられる。その成果は模試の結果に表れており、名城
大学薬学部の得点分布は本学、他大学と比べても下層へのばらつきが極めて少なく、集団として
まとまっている。 
私見ではあるが、本学においても成績が振るわない、得点分布で示された約半分のピンクの分

布に属する学生に対して、底上げを図る学力向上のための対策が有効と考えます。具体的には、
クラスを成績で 2分し、上位クラスは黄色い得点分布の成績の維持に努める授業を、そして下位
クラスは黄色の得点分布を目指した学力強化型の授業を、全学年を通じて展開することが、一つ
の対策として考えられます。 
今回の視察は、本学の現状と対策を考えるうえで、たいへん有意義なものであった。 
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「第 24回 FDフォーラム 大学におけるダイバーシティ」 報告 
 

日時：平成 30年 3月 2、３日 
会場：立命館大学 衣笠キャンパス 
参加者：田畠健治 
主催：大学コンソーシアム京都  
（報 告） 
1.シンポジウム① 
 メインテーマ：「大学に集う人々の多様性に以下に向き合うか」 
内容：今後、大学が国際化していく中で、国際基準の人権の観念やダイバーシティに対す
る考え方を日本の大学も共有していく必要があるとの趣旨のもと、京都精華大学学長 ウ
ビス・サコ先生をはじめとした 4人のシンポジストが自身の体験や考えについてそれぞれ
次のタイトルで講演が行われた。「大学における多様性の課題と意識改革　—留学生から大
学教員までの経験を通して—」、「LGBTsが思春期・青年期に直面する生きづらさ」、「大学
に集う人々の多様性にいかに向き合うか～合理的配慮は「転ばぬ先の杖」か？～」、「大学
に集う人々の多様性にいかに向き合うか」 
最後に、会場をまじえて質疑討論が行われた。 

 
2.分科会① 
教学 IR：ケーススタディーから学ぶデータの活用法  
大阪大学では入学時および、卒業・修了時に大学独自のアンケートを実施しているほ

か、海外研究大学とのベンチマーキングをおこなう目的で SERU という調査を行っている
ことが特徴である。また、GPS Academic, PROG といった外部調査を用いて、学修成果の
評価が可能なのか、現在分析中であるという説明もなされた。 
次に大阪府立大学では、GPA、IR コンソーシアムの共通調査、大学独自の卒業時アン

ケートといったデータを分析し、教育改善活動につなげている。そのなかで、大阪府大に
おける「初年次ゼミナール」導入や英語科目の改革といった実例を挙げ、可視化したデー
タをいかに教育改善につなげていくかが重要であると講演された。 
京都光華女子大学短期大学部における総合的評価提示システムについての紹介があっ

た。京都光華女子大学短期大学部では、各科目の到達目標をディプロマ・ポリーシーと紐
付けする試みが行われ、同ポリシーの達成度を外部テストである PROG を用いて検証す
るという取り組みが行われてている。 
最後に、龍谷大学における教学 IR の取り組みについての説明があり、教学 IRを実施す

るうえでは数々の問題点があることを指摘された。また、大学 IR コンソーシアムの学生
行動調査を実施して集めたデータを、機械学習手法を用いて分析した結果、ボトルネック
になっている科目を特定するなど、学生調査のデータを実際に活用するための一例が示さ
れた。 

以上                                    
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